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平
成
22
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
、
21
年
度
繰
越
計

算
書
の
報
告
な
ど
、町
長
提
出
議
案
９
件
、議
員
提
出
議
案
２
件
を
、

慎
重
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て

質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
登
壇
順
に
４
〜
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
。

平成22年
第２回定例会可決された議案

一
般
会
計

補
正
予
算
９
５
２
７
万
４
千
円
の
増
額

一般会計補正予算の主なもの
   歳　　　　出 補　正　額

書庫整理業務委託料 　　1,612万９千円　

脳ドック健診補助金（後期高齢者） 　　　210万円　　　

救急傷病者診療委託料 　　　230万円　　　

子宮頸がん予防接種委託料 　　1,060万８千円　

女性特有のがん検診推進事業委託料 　　　215万４千円　

観光情報発信事業委託料 　　　504万円　　　

池田橋架替に係る路線測量及び橋梁設計委託料 　　1,150万円　　　

まちづくり交付金事業 　　1,844万円　　　

住宅建設費 　　1,025万円　　　

文化福祉会館自主運営促進事業委託料 　　　282万９千円　

提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結果

町長報告
第１号 平成21年度大子町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について 報告済

議案第49号 大子町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第50号 大子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第51号 平成21年度大子町一般会計補正予算（第10号）の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第52号 大子町職員の育児休業等に関する条例及び大子町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の
一部を改正する条例 原案可決

議案第53号 大子町視聴覚ライブラリーの設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第54号 高規格救急自動車の取得について 原案可決

議案第55号 小型動力ポンプ付積載車の取得について 原案可決

議案第56号 平成22年度大子町一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第57号 大子町教育委員会委員の任命について 原案同意

常任委員会
報告第１号 常任委員会審査報告（総務委員会２件） 原案可決

議員提出
議案第２号 永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書 原案可決

議員提出
議案第３号 「選択的夫婦別姓を認める民法の一部改正」に反対を求める意見書 原案可決

請願１号 米価の下落に歯止めをかけ、再生産できる米価の実現を求める請願 継続審査

請願２号 残した地区の光ファイバー至急整備に関する請願書 継続審査
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第
二
回
定
例
会

行
政
報
告

　

「
出
資
団
体
に
関
す
る
事
業

報
告
」
及
び
「
平
成
21
年
度
町

税
の
収
入
状
況
」
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
㈶
大
子
町
開
発
公
社
事
業
に

つ
い
て
は
、
全
体
の
経
常
収
益

総
額
は
５
億
９
１
４
万
９
１
８

円
で
、
こ
れ
に
対
し
て
経
常
費

用
総
額
は
４
億
９
９
３
４
万
６

６
７
９
円
で
、
９
７
９
万
４
２

３
９
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
「
フ
ォ
レ
ス
パ
大
子
」

と
「
グ
リ
ン
ヴ
ィ
ラ
」
は
、
21

年
度
よ
り
一
体
と
し
て
管
理
を

し
て
い
ま
す
。

②
奥
久
慈
だ
い
ご
梁
漁
業
組
合

事
業
も
、
20
万
５
１
４
５
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

③
大
子
お
や
き
学
校
事
業
に
つ

い
て
も
１
５
８
万
５
９
７
２
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

④
町
税
の
徴
収
率
は
、
全
体
で

80
・
41
％
で
す
。
滞
納
繰
越
分

の
徴
収
ア
ッ
プ
が
大
き
な
課
題

で
す
。

９
月
定
例
会
開
催
予
定

９
月

▽
１
日
（
水
）
開　

会
・

　
　
　
　

提
案
理
由
の
説
明
等

▽
２
日
（
木
）
自
宅
審
議

▽
３
日
（
金
）
自
宅
審
議

▽
４
日
（
土
）
自
宅
審
議

▽
５
日
（
日
）
自
宅
審
議

▽
６
日
（
月
）
一
般
質
問

▽
７
日
（
火
）
一
般
質
問

▽
８
日
（
水
）
一
般
質
問

▽
９
日
（
木
）
逐
条
審
議

▽
10
日
（
金
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　

閉　

会

　

議
会
傍
聴
は
町
政
を
知
る
良

い
機
会
で
す
、
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
役
場
三
階
の
傍

聴
席
で
受
付
簿
に
住
所
、
氏
名

等
を
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

出資団体決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈財団法人　大子町開発公社〉
経常収益 経常費用 経常損益 利用者数

土 地 開 発 事 業 568,849円 496,849円 72,000円

受
託
施
設
部
門

大子温泉保養センター
「森林の温泉」 116,044,379円 110,058,675円 5,985,704円 99,720人

道の駅
「奥久慈だいご」 130,729,239円 126,224,741円 4,504,498円 154,836人

八溝山展望台 1,316,250円 1,316,250円 0円

袋田観瀑施設 63,433,600円 63,433,600円 0円 822,792人

東京理科大学
大子研修センター管理 14,377,601円 14,377,601円 0円 1,389人

計 325,901,069円 315,410,867円 10,490,202円 1,078,737人

広
域
公
園
部
門

フォレスパ大子・
オートキャンプ場

（21年度より一体管理）
150,500,000円 151,267,963円 △ 767,963円

フォレスパ
55,937人 

オートキャンプ場
34,698人

広　域　公　園 32,171,000円 32,171,000円 0円

計 182,671,000円 183,438,963円 △ 767,963円

合　　計 509,140,918円 499,346,679円 9,794,239円

経常収益 経常費用 経常損益 利用者数

奥久慈だいご簗漁業組合 54,471,242円 54,266,097円 205,145円 40,363人

経常収益 経常費用 経常損益 利用者数

大子おやき学校 25,425,816円 23,839,844円 1,585,972円 8,220人

専
決
処
分
と
は
…

　

本
来
、
町
長
が
議
会
の
議

決
・
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
案
件
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の

議
決
・
決
定
の
前
に
処
理
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
主
に
議
会

が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
的

余
裕
が
な
い
場
合
等
に
つ
い
て

専
決
処
分
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 企
業
誘
致
と
通
信
網
の
整
備
を

齋　

藤　

忠　

一　

議
員

問　

大
子
町
は
若
者
が
町
外
へ

流
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
現
状

で
あ
る
。
若
者
が
こ
の
町
に
定

住
す
る
に
は
、
雇
用
の
対
策
が

一
番
重
要
だ
と
思
う
。
そ
れ
に

は
、
企
業
誘
致
と
通
信
網
の
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

若
者
に
住
ん
で
も
ら
う
に

も
、
働
く
場
の
確
保
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
企
業
誘
致
活
動
と

し
て
、
と
り
わ
け
地
震
災
害
が

少
な
い
、
土
地
の
値
段
が
安

い
、
労
働
力
の
質
が
高
い
な
ど

と
い
っ
た
、
地
域
の
特
性
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
信
網

の
整
備
は
、
当
面
１
１
８
号
線

沿
い
の
地
域
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
総
合

計
画
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

26
年
度
ま
で
に
は
、
全
域
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
を
考
え
て

い
る
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
を

送迎つき高齢者の健康づくり「湯
ゆ

ったり大子」

問　

今
、
大
子
町
で
は
大
変
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
健
康
で
明
る
く
、
長
生
き

を
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
う

が
、
町
で
も
な
お
一
層
の
健
康

づ
く
り
な
ど
を
考
え
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

高
齢
者
の
一
番
の
願
い
は
、

元
気
で
長
生
き
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
は
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
特
に

力
を
入
れ
て
い
く
。
更
に
、
後

期
高
齢
者
の
脳
ド
ッ
ク
健
診
に

対
す
る
助
成
措
置
の
新
設
、
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普
及

促
進
、
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会

促
進
等
に
よ
り
、
健
康
と
生
き

が
い
づ
く
り
に
、
一
層
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

文
化
福
祉
会
館
「
ま
い
ん
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
促
進
を

問　

大
子
町
文
化
福
祉
会
館

『
ま
い
ん
』
が
、
オ
ー
プ
ン
か

ら
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
何
度
か
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た

が
、
利
用
状
況
と
問
題
点
は
。

　

ま
た
、
町
中
心
部
の
活
性
化

や
水
郡
線
な
ど
の
利
用
促
進
の

た
め
に
も
秋
の
奥
久
慈
大
子
祭

り
の
開
催
な
ど
、
益
々
の
利
用

促
進
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答　

町
長

　
『
ま
い
ん
』
の
利
用
状
況
は

４
月
、
５
月
の
２
ヶ
月
で
６
５

４
３
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　

問
題
点
は
、
先
日
の
よ
さ
こ

い
祭
り
で
は
、
１
万
人
以
上
の

人
が
利
用
す
る
と
な
る
と
、
ト

イ
レ
の
問
題
で
あ
る
。

　

今
後
の
利
用
促
進
は
、
地
域

の
活
性
化
や
、
商
店
街
の
活
性

化
の
拠
点
と
な
る
施
設
に
し
て

い
き
た
い
。
そ
う
い
う
点
か
ら

も
、
奥
久
慈
大
子
祭
り
な
ど
も

開
催
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
口
蹄
疫
の
感
染
対
策
に
つ
い

て
○
救
命
措
置
に
つ
い
て
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 山
間
地
の
農
業
の
あ
り
か
た
は

金　

澤　

眞　

人　

議
員

問　

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
及
び
水
田
利
活
用
自
給
率

向
上
事
業
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

町
長

　

現
在
の
所
、
米
戸
別
所
得
補

償
制
度
の
該
当
者
２
６
９
６
人

の
内
４
９
０
名
か
ら
意
向
確
認

書
の
提
出
が
あ
り
条
件
等
を
確

認
し
て
対
象
者
を
決
定
す
る
。

　

ま
た
、
水
田
利
用
活
用
自
給

率
向
上
事
業
は
該
当
者
１
３
１

人
、面
積　

ha
と
な
っ
て
い
る
。

問　

今
後
必
ず
増
え
て
い
く
事

が
予
想
さ
れ
る
遊
休
農
地
に
対

し
て
ど
の
様
な
方
策
を
考
え
て

い
る
か
。

答　

町
長

　

20
年
度
の
調
査
で
は
遊
休
農

地
が
９
１
６
ha
と
い
う
結
果

だ
っ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
は

国
の
耕
作
放
棄
地
再
利
用
緊
急

対
策
交
付
金
事
業
、
町
単
独
で

は
、
遊
休
農
地
等
景
観
整
備
事

業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

他
に
も
各
団
体
の
要
望
や
、
農

協
等
と
の
請
負
事
業
な
ど
も
利

用
し
て
で
き
る
だ
け
遊
休
農
地

が
出
な
い
よ
う
に
し
て
行
く
。

山間地の農業

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
し

　
　
　
　
　

今
後
の
対
応
は

問　

現
在
大
子
町
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
放
送
未
受
信
地
域
及
び

世
帯
数
は
。

答　

町
長

　

今
年
の
３
月
の
時
点
で
生
瀬
、

依
上
、
黒
沢
そ
の
他
で
約
１
６

０
０
世
帯
で
あ
り
、
現
在
施
設

改
修
へ
向
け
話
し
合
っ
て
い
る
。

問　

難
視
聴
地
域
と
し
て
指
定

問　

山
間
地
の
小
規
模
農
業
の

生
き
残
る
道
と
し
て
都
市
部
へ

の
直
売
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答　

町
長

　

規
模
の
小
さ
い
農
業
に
と
っ

て
は
、
品
質
の
良
い
物
を
作
り

高
く
売
る
こ
と
が
重
要
な
方
向

と
思
う
。
大
子
の
お
い
し
い
米

を
直
接
消
費
者
に
販
売
す
る
工

夫
を
し
て
い
る
所
で
あ
る
。

さ
れ
る
と
衛
星
放
送
を
受
信
で

き
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

答　

町
長

　

現
在
様
々
な
方
策
を
検
討
し

な
が
ら
話
し
合
い
を
進
め
て
い

る
が
、
受
信
点
の
有
無
や
改
修

費
の
関
係
な
ど
か
ら
期
限
付
き

だ
が
衛
星
放
送
の
対
象
と
な
る

所
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
町
営
住
宅
の
収
支
状
況
に
つ

い
て

林
業
の
振
興
と
林
地
残
材
の

　
　
　
　
　
　

利
活
用
つ
い
て

問　

森
林
湖
沼
環
境
税
で
行
っ

て
い
る
森
林
機
能
緊
急
回
復
整

備
事
業
の
状
況
は
。

答　

町
長

　

５
年
間
で
約
２
０
０
０
ha
、

20
年
度
４
２
３
ha
、
21
年
度
４

２
１
ha
、
今
年
度
３
９
０
ha
予

定
し
て
い
る
。

問　

森
林
作
業
の
後
に
残
る
林

地
残
材
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と

し
て
ボ
イ
ラ
ー
や
発
電
に
利
活

用
す
る
動
き
が
あ
る
が
対
応

は
。

答　

町
長

　

将
来
、
石
油
類
の
高
騰
な
ど

を
考
え
る
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
重
要
と

思
う
。
今
後
の
採
算
性
や
原
料

の
供
給
体
制
等
を
見
極
め
て
検

討
し
て
行
く
。

問　

　
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

に
対
し
て
の
取
り
組
み
は
。

答　

町
長

　

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
委
員

会
が
認
証
し
た
場
合
取
り
引
き

が
可
能
だ
が
、
制
度
を
見
極
め

た
う
え
で
対
応
し
て
行
く
。

22

CO2
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 口
蹄
疫
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
は

吉　

成　

好　

信　

議
員

元気に育て

問　

宮
崎
県
都
農
町
で
口
蹄
疫

感
染
が
確
認
さ
れ
、
６
月
３
日

現
在
、
２
市
５
町
２
６
９
施
設

で
18
万
４
０
０
０
頭
が
感
染
を

確
認
さ
れ
殺
傷
さ
れ
た
。
国
内

で
の
発
生
は
、
２
０
０
０
年
に

宮
崎
と
北
海
道
で
の
発
生
以
来

で
あ
る
。

　

農
水
省
は
宮
崎
県
内
で
感
染

が
拡
大
す
る
前
の
今
年
1
月
と

4
月
に
、
韓
国
で
の
口
蹄
疫
発

生
を
受
け
注
意
喚
起
の
通
知
を

各
都
道
府
県
に
出
し
て
い
た
。

　

大
子
町
に
お
け
る
畜
産
農
家

数
と
飼
育
頭
数
、
ま
た
、
口
蹄

疫
防
疫
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

町
長

　

飼
育
頭
数
は
、
牛
が
約
３
０

０
０
頭
、豚
が
１
３
０
０
０
頭
。

大
部
分
が
高
柴
畜
産
団
地
で
豚

は
４
戸
で
１
３
０
０
０
頭
、
牛

は
１
戸
で
１
５
５
頭
。

　

防
疫
対
策
と
し
て
は
、
畜
産

農
家
２
６
６
戸
へ
予
防
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
消
石
灰
３
袋
、
消
毒

薬
１
㎏
の
配
付
、
県
と
共
に
手

紙
や
電
話
で
の
指
導
を
し
た
。

問　

消
石
灰
や
消
毒
液
の
配
付

は
、
飼
育
頭
数
に
応
じ
配
付
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

畜
産
組
合
か
ら
も
配
付
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
今
後
長
引
き

必
要
な
ら
ば
消
石
灰
や
消
毒
液

の
配
付
を
し
て
い
く
。

問　

牛
、
豚
、
山
羊
、
羊
ま
で

入
れ
て
何
件
調
査
し
た
の
か
。

答　

町
長

　

口
蹄
疫
対
策
は
、
基
本
的
に

県
が
実
施
す
る
こ
と
だ
。
山

羊
、
羊
に
つ
い
て
は
確
認
し
て

な
い
。
畜
舎
に
は
外
部
の
人
は

出
入
り
で
き
な
い
の
で
、
町
は

調
査
を
し
て
な
い
。

問　

宮
崎
産
牛
の
導
入
頭
数
と

調
査
状
況
は
。

答　

町
長

　

宮
崎
産
牛
は
、
大
子
町
優
良

系
統
牛
生
産
拡
大
事
業
で
今
年

４
月
に
宮
崎
県
都
城
市
か
ら
２

頭
導
入
し
た
が
、
県
北
家
畜
保

健
衛
生
所
で
口
蹄
疫
感
染
の
緊

急
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
異

常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

東
京
理
科
大
学
へ
の

　
　
　

推
薦
入
学
の
実
現
を

問　

大
子
町
は
、
大
子
二
高
跡

地
を
東
京
理
科
大
学
へ
無
償
で

提
供
し
て
お
り
、
清
流
高
校
か

ら
東
京
理
科
大
学
へ
の
推
薦
入

学
枠
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

県
の
第
二
次
県
立
高
等
学
校
再

編
基
本
計
画
に
よ
れ
ば
、
清
流

高
校
の
生
徒
数
が
今
後
大
幅
に

減
少
し
た
場
合
、
統
廃
合
も
含

め
た
募
集
停
止
等
の
対
応
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
推
薦
入
学
枠

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
入
学

志
願
者
も
増
え
る
と
考
え
る
。

町
と
学
校
が
一
体
と
な
り
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

答　

町
長

　

昨
年
か
ら
東
京
理
科
大
学
と

交
渉
し
て
い
る
。
清
流
高
校
へ

も
東
京
理
科
大
学
と
交
渉
す
る

よ
う
話
し
て
い
る
。

　

清
流
高
校
の
校
長
も
大
学
を

訪
問
し
依
頼
を
し
て
お
り
、
大

学
側
も
検
討
し
て
い
る
の
で
、

実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
設
置
に
つ
い

て
○
子
育
て
住
宅
へ
入
居
で
き
な

い
方
の
対
応

○
子
宮
頸
が
ん
対
策
に
つ
い
て
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 理
科
大
へ
推
薦
入
学
枠
の
要
望
は

大　

森　

勝　

夫　

議
員

問　

大
子
町
は
、
東
京
理
科
大

に
旧
大
子
二
高
跡
地
を
無
償
で

貸
与
し
て
い
る
。
こ
の
関
係
に

よ
り
、
大
子
清
流
高
校
か
ら
、

東
京
理
科
大
へ
の
推
薦
入
学
枠

を
実
現
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

年
間
１
０
０
名
を
切
る
町
の
出

生
者
数
を
考
慮
す
れ
ば
、将
来
、

清
流
高
校
の
志
願
者
数
の
減
少

に
よ
る
高
校
存
続
問
題
が
懸
念

さ
れ
る
。
清
流
高
校
と
他
校
と

の
違
い
を
明
確
に
し
て
い
く
対

策
を
、
町
か
ら
も
働
き
か
け
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
理
科
大
と
の
交
流
事

業
が
進
ん
で
い
な
い
。
小
中
学

校
と
の
理
科
教
室
だ
け
で
な

く
、
民
間
と
の
交
流
も
実
現
す

る
こ
と
で
、
町
の
長
所
を
知
っ

て
も
ら
い
、
学
生
間
で
の
口
コ

ミ
に
よ
る
宣
伝
の
広
が
り
か

ら
、
町
へ
の
経
済
効
果
へ
つ
な

げ
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
。

答　

町
長

　

推
薦
入
学
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
が
昨
年
の
12
月
に
東
京
理

科
大
を
訪
問
し
、
推
薦
枠
に

つ
い
て
の
働
き
か
け
を
行
な
っ

た
。
清
流
高
校
へ
も
町
の
意
向

を
説
明
し
、
今
年
１
月
に
清
流

高
校
か
ら
理
科
大
へ
、
推
薦
入

学
枠
の
要
望
を
文
書
で
行
な
っ

た
。
清
流
高
校
の
校
長
も
理
科

大
を
直
接
訪
問
し
て
依
頼
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

清
流
高
校
と
町
と
が
一
緒
に

な
っ
て
、
理
科
大
へ
の
推
薦
枠

確
保
へ
の
働
き
か
け
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
理
科
大

と
の
交
流
事
業
は
、
理
科
教
室

な
ど
の
実
施
を
大
学
に
お
願
い

し
て
い
る
が
、
大
学
側
で
検
討

中
に
な
っ
て
い
る
。
理
科
大
の

吹
奏
楽
部
が
研
修
セ
ン
タ
ー
で

合
宿
を
す
る
際
、「
ま
い
ん
」

で
発
表
会
を
お
こ
な
う
計
画
が

あ
る
。
大
学
側
に
は
、
地
域
貢

献
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う

町
の
要
望
を
文
書
な
ど
で
も
伝

え
て
い
る
。

町内に高校が存在する意義はとても大きい

気
象
警
報
の
市
町
村
ご
と
の

　
　
　
　
　

発
令
へ
の
対
応
は

問　

気
象
警
報
が
市
町
村
単
位

で
発
令
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
警
報
発
令
後
の
対
応
や
町

民
へ
の
周
知
手
段
な
ど
の
対
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
へ
の
携
帯

電
話
で
の
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
応

用
し
て
、
気
象
警
報
を
伝
え
ら

れ
な
い
か
。
気
象
災
害
の
出
動

に
対
す
る
団
員
の
事
前
の
心
構

え
も
で
き
る
し
、
団
員
か
ら
近

所
な
ど
へ
、
気
象
警
報
の
発
令

情
報
の
広
が
り
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

大
き
な
気
象
災
害
は
台
風
な

ど
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
が
伝

達
さ
れ
る
。
災
害
発
生
後
は
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
く
対
応
と

な
る
。
消
防
団
員
へ
の
伝
達
に

つ
い
て
は
、
現
シ
ス
テ
ム
で
は

対
応
で
き
な
い
。
出
動
要
請
と

の
混
同
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
大
子
ま
つ
り
の
商
店
街
開
催

の
可
能
性
は
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 文
化
福
祉
会
館
の
問
題
点
改
善
を

佐　

藤　

正　

弘　

議
員

問　

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
が
狭

い
、
東
側
出
入
口
に
庇
が
な

い
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
観
光

協
会
の
間
仕
切
り
、
映
画
用
ス

ク
リ
ー
ン
が
小
さ
い
等
設
計
上

の
問
題
点
が
あ
る
。
改
善
を
す

べ
き
だ
。

答　

町
長　

　

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
利
用

方
法
で
対
応
で
き
る
。
東
側
入

口
は
、
庇
を
取
り
付
け
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
観
光
協

会
と
の
仕
切
り
は
、
建
築
基
準

法
の
課
題
だ
。
映
画
用
ス
ク

リ
ー
ン
は
、
利
用
状
況
を
見
て

検
討
す
る
。

問　

会
館
利
用
団
体
の
、
減
免

規
定
が
明
確
で
な
い
が
、
そ
の

対
策
は
。

答　

町
長

　

団
体
の
活
動
内
容
、
性
格
、

公
益
性
等
が
わ
か
っ
て
い
る
団

体
は
受
付
の
段
階
で
減
免
で
き

る
よ
う
、
規
則
な
ど
で
明
確
に

す
る
。

問　

文
化
福
祉
会
館
は
、
当
初

予
算
の
１
８
５
０
万
円
で
運
営

で
き
る
の
か
。

答　

町
長

　

他
の
同
様
の
施
設
を
参
考
に

予
算
措
置
し
た
。運
営
で
き
る
。

情
報
基
盤
整
備
の
現
状
と
対
策
は

狭い受付カウンター

問　

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
、

テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受

信
で
き
な
い
地
域
と
世
帯
数

は
。
ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

答　

町
長

　

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
は
、

11
地
域
で
１
４
７
世
帯
。
22
年

度
に
槙
野
地
高
野
、
西
金
入
湯

沢
、
冥
賀
中
妻
、
内
大
野
矢
倉

を
整
備
し
、
23
年
度
は
槙
野
地

百
合
平
、
大
生
瀬
三
ケ
掛
、
栃

原
新
田
の
整
備
を
予
定
し
て
い

る
。
残
り
は
４
地
域
と
な
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き

な
い
地
域
は
、
生
瀬
地
区
６
０

０
世
帯
、
依
上
地
区
３
０
０
世

帯
、
黒
沢
地
区
３
０
０
世
帯
、

そ
の
他
３
０
０
世
帯
で
、
34
組

合
１
６
０
０
世
帯
で
あ
る
。
町

と
し
て
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
動
い
て
い
る
。
来
年
ま
で
に

対
応
で
き
な
い
場
合
、
衛
星
放

送
を
使
用
し
て
対
応
す
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
こ
ま
で
受
信

で
き
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
。

問　

上
小
川
（
一
部
地
域
を
除

く
）、
袋
田
、
大
子
、
宮
川
地

区
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
が

開
始
さ
れ
る
が
残
り
の
地
域
の

整
備
は
。

答　

町
長

　

平
成
26
年
度
ま
で
に
全
地
区

整
備
す
る
。
根
拠
は
、
国
の
全

国
１
０
０
％
光
の
道
整
備
方
針

で
あ
る
。

問　

今
後
ま
す
ま
す
パ
ソ
コ
ン

の
重
要
性
を
増
す
と
思
わ
れ
る

が
、
町
主
催
で
パ
ソ
コ
ン
教
室

等
を
実
施
す
る
計
画
は
。

答　

町
長

　

希
望
者
が
沢
山
あ
れ
ば
検
討

す
る
。

雇
用
対
策
の
規
模
拡
大
は

問　

緊
急
雇
用
対
策
の
規
模
の

拡
大
、
雇
用
に
当
た
っ
て
は
公

募
等
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

雇
用
対
策
の
予
算
は
、
前
年

比
で
45
％
増
で
、
５
２
７
４
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
は
、

透
明
性
を
持
っ
た
公
募
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん ソ
フ
ト
事
業
向
け
過
疎
債
の
使
途
は

野　

内　

健　

一　

議
員

問　

４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
改

正
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
」
の
中
で
、
過
疎
対
策
事

業
債
の
対
象
内
容
が
ソ
フ
ト
対

策
事
業
と
改
正
さ
れ
、
大
子
町

と
し
て
発
行
が
認
め
ら
れ
た
過

疎
債
の
上
限
は
、
７
７
０
０
万

円
と
の
こ
と
だ
が
、
地
域
医
療

の
確
保
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
事
業
が
該
当
す
る
か
。

答　

町
長

　

過
疎
債
の
ソ
フ
ト
事
業
の
内

容
と
し
て
は
「
地
域
医
療
の
確

保
」、「
住
民
の
交
通
手
段
の
確

保
」、「
集
落
の
維
持
及
び
活
性

化
」、「
住
民
が
将
来
に
わ
た
り

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
出
来
る
地
域
社
会
に
実
現
を

図
る
経
費
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て

は
現
在
、
水
郡
医
師
会
に
対
し

24
時
間
体
制
で
診
療
を
依
頼
し

て
い
る
事
業
に
該
当
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　

住
民
の
交
通
手
段
の
確
保

と
い
う
面
で
、
デ
マ
ン
ド
交
通

「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」
の
整

備
は
、
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

町
長

　

対
象
に
な
る
と
思
う
が
、
現

在
の
町
民
無
料
バ
ス
を
も
う
少

し
充
実
さ
せ
て
か
ら
、
デ
マ
ン

各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
と

　
　
　
　

予
防
医
療
の
充
実
を

問　

特
定
検
診
の
受
診
状
況
が

先
日
公
表
さ
れ
、
今
年
の
受
診

率
は
目
標
値
に
至
ら
な
い
ば
か

り
か
、
昨
年
よ
り
下
回
り
そ
う

と
の
こ
と
だ
が
、
他
の
が
ん
検

診
等
も
含
め
受
診
率
を
ア
ッ
プ

す
る
方
策
は
。

答　

町
長

　

学
校
教
育
の
中
で
、
病
気
の

予
防
に
つ
い
て
教
え
て
い
く
こ

と
と
、
が
ん
予
防
推
進
委
員
の

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
も
有
効
と
考
え
る
。

問　

町
長
や
議
長
が
各
種
団
体

の
会
合
等
の
挨
拶
の
中
で
、
各

種
検
診
の
重
要
性
を
訴
え
る
の

も
一
つ
の
方
法
で
は
。

答　

町
長

　

忘
れ
な
い
限
り
そ
う
す
る
。

問　

予
防
と
い
う
面
で
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
や
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
助
成

は
考
え
ら
れ
る
か
。

答　

町
長

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は

国
が
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
す
る
。

ド
交
通
を
検
討
し
た
い
。

問　

住
民
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
地
域
社

会
の
実
現
と
い
う
面
に
お
い

て
、
本
町
が
推
進
し
て
い
る
子

育
て
支
援
、
特
に
保
育
経
費
の

軽
減
策
に
適
用
で
き
な
い
か
。

答　

町
長

　

こ
の
過
疎
債
の
対
象
に
な
る

か
ど
う
か
は
、
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
。
も
し
、
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
で
も
、
町
が
単
独
事

業
と
し
て
い
る
も
の
と
、
財
源

の
振
り
分
け
を
す
れ
ば
可
能
な

の
で
、実
施
に
向
け
検
討
す
る
。

各種検診を受診しよう



　
「
お
互
い
の
知
恵
、
交
流
が

あ
っ
て
こ
そ
町
づ
く
り
」、
関

悦
子
小
布
施
町
議
会
議
員
が
語

ら
れ
た
。

　

こ
の
度
の
議
員
研
修
視
察
に

あ
た
り
、「
今
、
大
子
町
と
し

て
必
要
な
も
の
」「
外
に
何
を

学
ぶ
べ
き
か
」
を
研
修
視
察
委

員
会
で
協
議
し
長
野
県
小
布
施

町
へ
向
か
い
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
体
感
し
て
き
た
。

　

小
布
施
町
は
、
果
樹
栽
培
の

盛
ん
な
農
村
で
美
し
い
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
、
長

野
市
ま
で
車
で
30
分

と
い
う
所
に
位
置
す

る
。「
北
斎
と
栗
の

町
」「
歴
史
と
文
化

の
町
」
と
し
て
全
国

か
ら
も
注
目
さ
れ
、

年
間
１
２
０
万
人
が

訪
れ
る
町
で
あ
る
。

関
議
員
は
、
１
２
０

万
人
の
観
光
客
で
は

な
く
、
１
２
０
万
人

の
来
訪
者
」
と
語
ら

れ
る
よ
う
に
、
来
訪

者
の
リ
ピ
ー
ト
率
は

３
・
19
と
い
う
高
い

数
値
で
あ
る
。
４
度

も
こ
の
小
布
施
を
訪
れ
、
滞
在

し
た
北
斎
は
、
こ
の
街
の
豊
か

な
人
情
味
に
惚
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

昭
和
51
年
に
葛
飾
北
斎
の
画

業
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
肉
筆

画
を
保
存
、
展
示
す
る
た
め
北

斎
館
が
建
設
さ
れ
、
北
斎
の
町

と
し
て
芸
術
文
化
の
町
と
し
て

芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
町
民
参
加
に
よ
る

町
内
約
１
０
０
軒
方
々
が
丹
精

込
め
た
庭
を
来
訪
者
に
見
学
さ

せ
る
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」

に
は
、「
町
を
愛
す
る
心
」、「
お

も
て
な
し
の
心
」
を
学
ん
だ
。

　

農
産
物
に
つ
い
て
も
、
付
加

価
値
を
付
け
た
「
栗
」
の
特
産

菓
子
が
多
く
販
売
さ
れ
て
い

る
。

　
「
ほ
っ
と
す
る
ま
ち
、
ま
た

来
た
く
な
る
ま
ち
」
小
布
施
の

街
づ
く
り
に
多
く
を
学
ん
だ
。

（
研
修
視
察
委
員　

藤
田
友
晴
）

（10）

あ
と
が
き

　

第
５
次
総
合
計
画
の
概
況

で
は
、
大
子
町
の
人
口
は
昭

和
30
年
の
合
併
時
の
４
万
３

１
２
４
人
か
ら
平
成
21
年
10

月
現
在
で
は
２
万
３
１
２
人

と
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
、

農
林
業
の
衰
退
、
学
校
の
統

廃
合
、
地
域
相
互
援
助
機
能

の
衰
退
な
ど
課
題
が
顕
在
化

し
て
い
ま
す
。
今
日
の
大
子

町
の
現
状
を
誰
が
予
想
し
て

い
た
で
し
ょ
う
か
。

　

本
来
な
ら
縮
ま
る
は
ず
の

都
市
と
地
方
の
格
差
は
、
ま

す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

町
民
こ
そ
「
主
人
公
」
が

自
治
体
の
原
点
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
町

民
の
様
々
な
要
求
の
実
現
、

町
民
と
共
に
進
む
議
会
を
め

ざ
し
奮
闘
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
前
広
報
委
員　

佐
藤
正
弘
）
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廣

大
子
町
議
会

　
　

広
報
委
員
会

　

大
子
町
教
育
委
員
会
委
員
の

高
梨
保
彦
氏
の
辞
職
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
出
村
尚
英
氏
（
大

子
町
袋
田
）
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期

間
で
６
月
16
日
か
ら
９
月
19
日

ま
で
で
す
。

教
育
委
員
に

出で
む
ら村　

尚し
ょ
う
え
い英
氏

今
回
の
表
紙

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
開
始

で
救
急
患
者
の
後
遺
障
害
の
軽

減
や
救
命
率
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
　
（
藤
田　

健　

議
員
撮
影
）

　

５
月
18
・
19
日
東
京
に
お
い

て
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
藤
田
議
長

と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
内
閣
総
理
大
臣

補
佐
官
逢
坂
誠
二
氏
、
日
本
森

林
管
理
協
議
会
代
表
大
田
猛
彦

氏
、
桝
一
市
村
酒
造
場
代
表
取

締
役
セ
ー
ラ
・
マ
リ･

カ
ミ
ン

グ
氏
ら
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

逢
坂
氏
は
、
現
状
の
中
央
集

権
か
ら
地
域
主
権
に
変
え
て
い

か
ね
ば
地
域
の
活
力
は
生
ま
れ

ず
、
ひ
も
付
き
補
助
金
を
廃
止

し
て
基
本
的
に
地
方
が
自
由
に

使
え
る
一
括
交
付
金
に
し
て
ゆ

く
方
針
で
あ
る
な
ど
と
地
方
へ

の
取
り
組
み
を
話
さ
れ
た
。

　

大
田
氏
は
、
現
在
の
日
本
の

山
林
面
積
は
、
江
戸
時
代
以
降

最
も
多
い
状
態
だ
そ
う
で
、
町

村
の
皆
さ
ん
が
ア
イ
デ
イ
ア
を

出
し
て
、
そ
れ
ら
の
資
源
を
地

域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い

と
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
セ
ー
ラ
氏
は
ア
メ
リ

カ
か
ら
日
本
に
来
て
、
文
化
習

慣
の
違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
小

布
施
の
町
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

き
た
自
分
に
つ
い
て
話
さ
れ

た
。　
　

　

19
日
は
、
北
海
道
今
金
町
、

神
奈
川
県
葉
山
町
、
長
野
県

小
布
施
町
、
福
岡
県
苅
田
町
の

各
議
長
が
討
論
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ー
ム
「
議
会
の
活
性
化
と

町
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
、
議
会

基
本
条
例
の
制
定
、
通
年
議
会

の
実
施
、
政
策
立
案
委
員
会
の

設
置
な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。

　

住
民
の
声
を
行
政
の
実
行
に

結
び
つ
け
る
等
の
努
力
を
し
て

ゆ
く
事
が
議
会
活
動
の
中
で
は

重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ

た
。（

副
議
長　

仲
野　
　

廣
）

全
国
議
長
・
副
議
長
研
修
会
に
参
加

あ
の
北
斎
が
４
度
も
訪
れ
た
町


